
と

じ

て

保

存

し

ま

し

ょ

う

で
太
軸
．

夏
休
み
を
か
ざ
る
水
巻
版
甲
子
園

第
1
4
回
水
巻
町
少
年
野
球
大
全

甲
子
園
で
地
元
東
筑
高
校
が
大
活
や

く
し
、
野
球
熱
も
今
年
は
ま
た
格
別
、

水
巻
町
で
も
、
野
球
を
通
じ
て
青
少

年
の
心
身
練
磨
を
は
か
り
、
あ
わ
せ
て

青
少
年
健
全
育
成
の
推
進
の
主
旨
の
も

と
、
第
1
4
回
少
年
野
球
大
会
が
8
月
1
7

日
か
ら
2
1
日
ま
で
猪
熊
グ
ラ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に

打
撃
、
守
備
の
向
上
が
み
ら
れ
、
甲
子

園
顔
負
け
の
試
合
が
随
所
で
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
五
日
間
の
熱
戦
の
結
果
、
優

勝
旗
は
下
二
地
区
が
小
・
中
学
校
と
も

手
中
に
収
め
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

中
学
生
の
部

小
学
生
の
部

吉
田
団
地

ノ
古

　

　

賀

吉

田

一

書
　
田
　
二

み
　
ず
　
ほ

下
　
　
二

古
　
賀
区

梅
ノ
木
団
地

吉
田
ノ
三

鯉
　
　
口

頃
　
　
末

猪
　
　
熊

高
松
団
地

吉
田
団
地

下
　
　
二

猪

熊

Ａ

高
松
団
地

樋
　
　
口

古
　
　
賀

頃

末

Ｂ

富
　
田
　
二

頃

末

Ａ

猪
熊
町
住

梅
ノ
木
区

上
　
　
二

美
富
野

み
　
ず
　
ほ

猪

熊

Ｂ

吉
田
ノ
二

梅

ノ

木

古

賀

区
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ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
長
寿
国
で
、
現
在
、
　
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
敬
老
祝
金
訂
9
月

六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
九
百
七
　
1
2
個
（

十
九
万
人
も
い
ま
す
。
そ
し
て
二
十
二
　
館
で
お

繹
紺
0
（
照
套
民

」
は
「
明
治
3
6
年
相
月
3
1
日
以
前
・
ｌ
」

の
間
違
い
で
し
た
の
で
訂
正
し
お
わ
び

し
ま
す
。

摘
招
障
…
結
出
城
掴
裾
舗
躍
㌫

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
で
す

こ
の
日
か
ら
恒
例
の
老
人
福
祉
週
間
が

始
ま
り
ま
す
。
わ
が
国
は
、
世
界
で
も

の
間
借
な
の
で
す
。
私
た
ち
ひ
と
り
ひ

と
り
が
、
豊
か
な
老
後
を
過
ご
す
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
世
代
を
超

え
た
連
帯
と
話
し
合
い
の
輪
を
ひ
ろ
げ

る
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

水
巻
町
で
は
、
「
敬
老
の
日
」
に
各

地
区
ご
と
に
敬
老
会
で
催
し
も
の
が
行

な
わ
れ
ま
す
。
お
年
寄
り
の
か
た
に
「

楽
し
い
一
日
」
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き

ま
し
ょ
．
つ
。

敬
老
枕
金
（
年
金
）
を

さ
し
あ
げ
ま
す

町
で
は
、
8
月
2
5
日
号
で
も
お
知
ら

ケ
埠
空
耳
目
現
在
水
巻
町
住
民
基
本

′
台
帳
に
却
録
さ
れ
て
い
る
人

。

草

月

1

日

以

降

軍

港

以

上

で
も
ｔ
も
れ
稚
場
合
遺
族
は
東
紹

◎
も
ら
え
る
祝
金
　
1
人
5
千
円

◎
も
っ
て
く
る
も
の
　
印
鑑
（
代
理
人

要
「
巧
の
場
合
は
受
給
権
者
の

印
鑑
）

県
か
ら
机
歳
以
上
の
人
に
祝
品

。
8
0
歳
～
9
9
歳
の
人
（
8
8
歳
は
除
く
）

お
祝
い
状
と
バ
ス
タ
オ
ル

。
8
8
歳
の
人

お
祝
い
状
と
金
盃

祝
品
は
公
民
館
長
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

‘相加Ｆ．一一■’、」叶一寸一一寸ＪＨ‾」ませ‘’せ一1

ｌ
1－

1

1

！

一

ｌ

一

ｌ

Ｉ

Ｉ

」

る
で
し
ょ
う
。

お年寄りに便りを

あ
る
い
は
お
孫
さ
ん
か
ら

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ

ん
へ
、
お
知
り
合
い
の
ひ

と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

な
ど
に
も
、
心
の
こ
も
っ

た
敬
老
の
便
り
を
出
し
ま

し
ょ
う
。
一
過
の
便
り
に

こ
め
ら
れ
た
や
さ
し
い
心

は
、
お
年
寄
り
へ
の
す
ば

ら
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
な

・
ｈ
Ｔ
ん
Ｈ
Ｔ
有
Ｊ
Ｌ
叩
／
山
丁
一
山
7
－
Ｈ
Ｊ
ノ
ｈ
リ
．
Ｌ
Ｈ
Ｉ
一
山
て
一
ｍ
7

心

の

プ

レ

ゼ

ン

ト

年
老
い
た
ご
両
親
へ
、

ま　ｒノ　リ　レバ・2・Ｊｂ

一寸一寸一．。．、．Ｎ．．トナナ　Ｊ

百
歳
お
　
め
　
で
と
う

8
月
2
5
日
号
で
「
明
治
3
5
年
1
2
月
3
1

日
以
前
（
7
5
歳
以
上
）
に
生
ま
れ
た
人

お
年
寄
り
の

人
権
を
守
ろ
う

お
年
寄
り
の
な
か
に
は
、
も
ち
ろ
ん

恵
ま
れ
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
か
た
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
方
で
は
悲

惨
を
事
件
か
後
を
断
た
な
い
こ
と
も
事

実
で
す
。
法
務
局
で
受
理
す
る
老
人
に

関
す
る
人
権
侵
犯
事
件
も
、
相
当
数
に

上
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
最
近
は
、
子

が
年
老
い
た
親
を
虐
待
し
、
か
え
り
み

な
い
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
お
年
寄
り
自
身
の
「
か

た
く
な
さ
」
な
ど
が
、
周
囲
と
の
間
に

摩
擦
を
起
こ
す
原
因
に
な
る
こ
と
も
見

逃
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
お
年
寄
り
に

対
し
て
は
、
ま
ず
、
家
族
、
地
域
社
会

を
は
じ
め
と
し
て
、
私
た
ち
ひ
と
り
ひ

と
り
の
温
か
い
思
い
や
り
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
お
年
寄
り
の
人

権
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
な
ど
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
い
つ

で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
内
の
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

吉
田
サ
カ
エ
（
下
二
）

岡
　
隆
一
　
へ
猪
熊
）

柴
田
静
実
　
（
机
）

こ
の
か
た
は
、
伊
左
座
に
住
む
永
沼

マ
サ
ノ
さ
ん
。

マ
サ
ノ
さ
ん
は
明
治
1
1
年
1
1
月
2
8
日

（
西
南
の
役
が
終
っ
た
頃
で
、
水
巻
村

の
人
口
が
3
千
人
）
生
ま
れ
で
、
今
年

で
ち
ょ
う
ど
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
町
内
の
最
高
年
令
者
。

現
在
は
、
娘
・
孫
・
ひ
孫
さ
ん
た
ち

に
囲
ま
れ
て
、
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
写
貴
の
と
お
り
、
年
齢
よ

り
ず
っ
と
若
く
み
、
え
、
体
も
ま
だ
し
ゃ

ん
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
健
康
法
に
つ
い
て
お
た
ず

ね
す
る
と
、
「
食
事
は
、
好
き
き
ら
い

な
く
、
規
則
正
し
く
と
り
、
時
間
を
か

け
て
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
、
特
に

野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と
。
ま
た

物
ご
と
に
あ
た
っ
て
、
く
よ
く
よ
せ
ず

気
楽
に
考
え
る
こ
と
な
ど
…
」
元
気
に

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
、
こ
の
健
康
法
を
学
ん

で
み
て
マ
サ

ら
お
祈

．
　
ふ
¢

み
　
ん
　
な
　
で
す

楽
し
か
っ
た
夏
休
み
も
終
わ
っ
て
子

供
た
ち
は
新
学
期
。
こ
れ
ま
で
の
開
放

的
な
毎
日
か
ら
生
活
の
リ
ズ
ム
が
変
わ

り
、
注
意
力
が
散
損
に
な
っ
て
、
交
通

事
故
に
結
び
つ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
お
年
寄
り
も
外
出
の
機
会
が
ふ

え
、
吏
通
事
故
に
あ
い
や
す
い
時
期
で

す
。そ
こ
で
、
今
年
も
九
月
二
十
一
日
か

ら
十
日
間
、
全
国
い
っ
せ
い
に
「
秋
の

交
通
安
全
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
歩
行
者
及
び
自
転

車
利
用
者
、
特
に
子
供
と
老
人
の
交
通

す
め
　
る
秋
　
の
　
交
通
安
全

事
故
防
止
」
　
「
安
全
運
転
管
理
の
充
実

と
安
全
運
転
の
促
進
」
打
二
点
で
す
。

次
の
こ
と
を

必
ず
守
り
ま
し
ょ
う

子
供
は

。
道
路
へ
と
び
出
さ
な
い

。
車
の
す
ぐ
前
、
す
ぐ
う
し
ろ
を
わ
た

ら
な
い

。
退
路
を
わ
た
る
と
き
は
、
右
・
左
・

‥
右
の
安
全
を
確
か
め
る

√
踏
切
で
は
必
ず
患
ま
っ
て
右
・
左
の

安
全
を
確
か
め
る

。
踏
切
、
線
路
近
く
で
は
遊
ば
な
い

。
道
路
で
は
、
ふ
ざ
け
た
り
、
遊
ん
だ

り
し
な
い

老
人
は

。
道
路
で
は
安
全
を
確
認
し
、
無
理
な

横
断
を
し
な
い

。
夜
間
の
外
出
は
な
る
べ
く
さ
け
る

。
交
通
の
ひ
ん
ば
ん
な
道
路
で
は
な
る

べ
く
自
転
車
に
乗
ら
な
い

。
遠
回
り
で
も
横
断
歩
道
橋
、
横
断
歩

道
を
利
用
す
る

10月1日現在で住宅統計調査が行われます　関係地区のみなさまのご協力を
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悪徳金融機関にご用心
消
費
者
金
融
は
上
手
に
那
膚
を

ノ
雛
．
一
．
．
、

Ｔ

．

ノ

ｌ

ｌ

Ｌ

ノ

≡
ｌ
ｉ
ム
ｌ
一
ｌ
一
’
・
三
三
三
≡
．
．
・
1
ｊ
ｔ
ｒ
ｊ
’
こ
．
…
．
－

ヶ
簡
単
に
お
金
が
借
リ

ー
）
ら
れ
る
”
庶
民
に
と

っ
て
大
変
便
利
に
な
っ

た
世
の
中
で
す
。
あ
ま

り
簡
単
な
の
で
危
険
が

と
も
な
い
ま
す
。

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
サ

ラ
金
が
原
因
で
失
職
蒸

発
自
殺
な
ど
と
暗
い
ニ

ュ
ー
ス
が
伝
え
ら
れ
ま

す
が
、
日
本
の
消
費
者

は
借
金
に
不
慣
れ
の
よ

う
で
す
。
借
金
す
る
ま

え
に
も
っ
一
度
考
え
、

用
心
深
く
金
を
借
り
ま

し
ょ
、
つ
。

≡
：
．
・
一
ｔ
一
一
ｌ
一
、
・
三
…
≡
≡
…
・
・
▲
さ
｝
’
三
Ｉ
ｉ
．
．

ロ
ー
ン
を
上
手
に

利
用
す
る
に
は

①
ど
う
し
て
も
借
り
る
必
要
が
あ
る
の

か
…
・
・
ｌ
…
も
う
一
度
確
認
を

②
返
済
の
め
ど
を
た
て
て
か
ら

③
本
当
に
必
要
な
最
少
の
金
額

④
借
用
期
間
は
で
き
る
だ
け
短
く
、
返

済
は
早
目
に

⑤
借
り
る
に
は
よ
い
店
を
え
ら
ぶ
こ
と

⑥
借
り
る
ま
え
に
条
件
を
よ
く
確
か
め

る

⑦
契
約
書
の
サ
イ
ン
は
自
分
で
傾
重
に

ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
た
め
に

川
契
約
者
の
金
紙
、
返
済
方
法
、
金
利

は
空
白
に
せ
ず
自
分
で
書
く
こ
と

拗
他
人
に
印
鑑
や
印
鑑
証
明
を
預
け
て

任
せ
な
い
こ
と

睦重盗

第
一
回
中
学
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

8
月
2
0
日
、
体

育
セ
ン
タ
ー
で
、

第
一
回
中
学
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
い
ま
ま
で
女
子
中

学
生
の
行
事
が
な
い
た
め
、
各
地
区

心
か
ら
強
い
要
望
が
あ
り
、
こ
の
た
び

Ｐ
ｌ
，
～
．
～
．
～
．
～
．
～
．
～
．
～
．
～
．
～

関
係
者
の
努
力
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。

第
一
回
目
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
一

チ
ー
ム
、
百
五
十
名
の
選
手
が
会
場
い

っ
ぱ
い
に
つ
め
か
け
、
熱
戦
が
く
り
ひ

ろ
け
ら
れ
ま
し
か
。

そ
の
結
果
、
初
の
栄
冠
に
高
松
団
地

チ
ー
ム
が
輝
き
ま
し
た
。

畑
金
利
の
計
算
書
や
領
収
書
を
受
け
取

る
こ
と

㈲
返
済
期
日
に
払
え
な
い
と
き
は
早
目

に
連
絡
し
了
解
を
と
る
こ
と

こ
ん
な
店
に
は
注
意

用
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
等
を
担
保
に

と
る
店

佃
派
手
な
甘
い
広
告
を
す
る
店

畑
金
利
が
月
九
％
（
日
歩
三
〇
銭
－
一

万
円
に
一
日
三
〇
円
の
割
合
）
を
こ

え
る
店

※
福
岡
県
庶
民
金
融
業
協
会
に
加
入
し

て
い
る
庶
民
金
融
業
者
は
最
高
日
歩

二
五
銭
と
制
限
し
て
い
ま
す

㈱
金
利
の
計
算
書
や
領
収
書
を
渡
さ
な

い
店
。
ま
た
元
金
を
完
済
し
て
も
契

約
書
を
返
さ
な
い
店

規
制
の
助
唇
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
県

知
事
が
設
立
を
許
可
し
た
協
会
で
す
。

聾
は
、
県
知
事
の
指
導
、
助
言
、
勧

告
等
の
監
督
を
受
け
貸
金
業
の
適
正
を

運
営
と
不
正
金
融
の
防
止
を
目
的
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

協
会
に
加
入
し
て
い
る
貸
付
業
者
を

庶
民
金
融
業
者
と
い
い
店
頭
に
写
真
の

よ
う
な
看
板
を
出
し
て
い
ま
す
の
で
一

目
で
分
り
ま
す
。

こ
の
た
び
協
会
に
苦
情
の
窓
口
を
つ

く
り
ま
し
て
金
融
上
で
お
困
り
に
な
っ

．

て
い
る
か
た
や
、
悩
み
ご
と
の
相
談
を

受
け
つ
け
て
い
ま
す
。
相
ｌ
談
か
あ
れ
ば

協
会
が
責
任
を
も
っ
て
公
正
に
解
決
し

ま
す
。

苦

情

の

窓

口

は

福
岡
県
庶
民
金
融
業
協
会
の
苦
情
窓

口

で

（

℡

0

9

2

・

7

2

1

・

Ｏ

ｌ

1

6
）

．

－

．

：

．

．

■

．

－

＝

＝

－

　

－

＝

＝

1

－

．

－

1

1

＝

－

．

－

＝

＝

1

1

1

：

ｔ

‘

ｌ

断
水
中
で
す

火
の
元
に
は
十
分
注
意
を

福
岡
県
庶
民

金
融
業
協
会
と
は

社
団
法
人
福
岡
県
庶
民
金
融
業
協
会

は
昭
和
四
十
七
年
、
貸
金
業
者
の
自
主

九
月
一
日
よ
り
、
第
二
次
給
水
制
限

に
は
い
り
、
み
な
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

断
水
期
間
中
は
、
消
火
活
動
が
十
分

に
行
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

火
の
取
＝
ソ
扱
い
に
つ
い
て
は
、
お
互
が

充
分
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
バ
ケ
ツ

な
ど
は
、
い
つ
も
水
を
い
れ
、
い
ざ
と

い
う
場
合
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
句
一
ｌ
Ｉ
射
り
招
現
車
」

一
一
選
挙
人
名
簿
　
－
．

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
結
果

2

頃
　
　
　
末

み
ず
ほ
団
地

古

　

　

　

賀

下
　
　
　
二

高
松
団
地

ｔ■　　　．．　‾　　．■＝ニー‾．‾‾‾Ｌ・，‾　－

幸こびの高松団地チー

冨
田
和
江
（
高
松
団
地
）

優
秀
選
手
　
朝
倉
真
紀
（
頃
末
）

ト一・・・一・一こ・一Ｊ．ふＪ；蒜ニ；

隔
棋
冊
昆

年

月

日

　

　

－

、

■まヽ■㌣1＝一一㌢－．＝一一㌢■亡、ｊト■㌢－ＪｈＩ」㌻㌧＝ト■2－一己、ｊｒＪＦ

の
縦
覧

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
昭

和
五
十
三
年
九
月
十
日
現
在
で
定

時
登
録
さ
れ
る
選
挙
人
名
簿
の
縦

覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
　
9
月
1
1
も
～
9
月

1
5
日
8
時
3
0
分
～
1
7
時

▼
縦
覧
場
所
　
水
巻
町
選
挙
管
理

委
員
会
（
役
場
住

民
課
）

■㌻‾12－・ｊＦＬＪＦ‾ぺ＝、■「・倉．■「ＪＦ．12．1㌢・Ｊ雷－ＪＦ・」王．・・」ＨＰ－1㌢㌧昌一13－

タ
バ
コ
は
町
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

節水にご協力ください　漏水をみつけなら水道課に連絡ください
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乳

児

一

斉

健
康
診
査

▼
対
象
者
　
生
後
1
3
か
月
ま
で
の
乳
児

▼
日
時
　
　
9
月
2
2
日
（
金
曜
）

受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

診
察
　
1
4
時
～
1
5
時

▼
会
場
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

▼
健
康
診
査
内
容

身
長
・
体
重
計
測
、
内
科
、
外
科
、

皮
膚
科
、
眼
科
、
耳
鼻
科

診
察
終
了
後
、
育
児
相
談
及
び
育
児

指
導
を
行
な
い
ま
す
。

▼
注
意
事
項

9
月
1
1
日
～
9
月
2
0
日
ま
で
に
予
診

を
と
り
ま
す
の
で
役
場
衛
生
係
ま
で

母
子
手
帳
を
も
っ
て
お
こ
し
く
だ
さ

い
。
（
予
診
を
受
け
な
い
と
当
日
は

受
付
け
ま
せ
ん
）
　
当
日
も
母
子
手

帳
持
参
の
こ
と
。

成

人

病

教

室

日
本
は
、
世
界
中
で
最
も
脳
卒
中
が

多
い
国
で
す
。
脳
卒
中
で
た
お
れ
な
い

た
め
の
予
防
、
及
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ヨ
ン
に
つ
い
て
の
講
演
を
開
き
ま
す
の

で
、
是
非
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
9
月
2
1
日
（
木
曜
）

1
3
時
～
1
5
時
3
0
分

▼
場
所
　
町
民
全
館
日
本
間

▼
内
容
　
血
圧
測
定
　
1
3
時
～
1
3
時
3
0

分
　
講
演
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
　
質
疑

応
答
1
5
時
～
1
5
時
3
0
分

講
師
　
吉
永
繁
彦
先
生
（
国
立
福
岡

東
病
院
）

電
話
加
入
権
の
公
売

町
で
は
、
電
話
加
入
権
の
公
売
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
2
2
日
　
1
0
時

▼
場
所
　
役
場
東
別
館
第
二
会
議
室

▼
公
売
数
量
　
3
台

▼
公
売
方
法
　
入
札

移
動
県
政
・

交
通
事
故
相
談

県
で
は
、
福
祉
、
年
金
、
道
路
、
保

健
な
ど
県
政
一
般
に
対
す
る
意
見
、
要

望
、
苦
情
や
交
通
事
故
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
9
月
2
7
日
　
1
3
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

九
州
地
区
民
俗

芸
能
大
会

▼
日
時
　
9
月
1
5
日
（
敬
老
の
日
）

・
1
2
時
3
0
分
～
1
6
時

▼
場
所
　
福
岡
市
立
少
年
文
化
会
館

（
福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
）

▼
出
演
　
九
州
各
県
代
表
民
俗
芸
能

9
団
体

▼
入
場
料
　
無
料

海
外
移
住
者
の
求
人

▼
移
住
先
・
職
種

。
ブ
ラ
ジ
ル
・
金
型
工

。
パ
ラ
グ
ア
イ
・
自
動
車
電
装
工

問
合
せ
、
申
込
み
先
は
国
際
協
力
事

業
団
福
岡
支
部
（
℡
0
9
2
・
4
1
1

・

1

8

4

6

）

ま

で

郵
政
職
員
募
集

九
州
郵
政
局
で
は
、
外
務
・
内
務
（

男
子
若
干
名
）
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
募
集
期
限
　
9
月
1
4
日
ま
で

▼
第
1
次
試
験

。
月
日
　
1
0
月
1
5
日
（
日
曜
）

。
会
場
　
小
倉
郵
便
局
地
1
5
か
所

願
書
は
折
尾
郵
便
局
庶
務
課
（
℡
6

9

1

・

0

7

0

2

）

ま

で

警
察
官
募
集

▼
試
験
日
　
1
0
月
2
9
日
（
日
曜
）

▼
試
験
場
　
小
倉
高
校
他
3
か
所

▼
受
験
資
格

昭
和
2
6
年
4
月
2
日
～
昭
和
3
6
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
で
高

校
卒
業
以
上
（
来
年
卒
業
見
込
み
の

者
も
可
）

▼
受
付
期
限
　
1
0
月
6
日
ま
で

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
先

折
尾
警
察
署
警
務
係
（
℡
6
9
1
・

0
3
3
1
）

「
水
巻
音
頭
」
の

レ
コ
ー
ド
希
望
者
は

六
月
二
十
五
日
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

し
、
盆
踊
り
で
大
変
活
や
く
し
ま
し
た

「
水
巻
音
頭
」
の
レ
コ
ー
ド
を
一
部
七

〇
〇
円
（
実
費
）
で
お
渡
し
て
い
ま
す

希
望
者
は
役
場
庶
務
係
ま
で

ーお　　　　礼一

香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈

がありました。ご冥福をお祈りいたしますとともにあっ

くお礼申し上げます。

猪　　熊　　　散大貝律三殿　大貝ミスエ殿

立屋敷　　　故有安スエノ殿　有安武士殿

吉田宮尾　　　故吉村アサキク殿　吉村光次郎殿

～

▲

ｌ

て

一

Ｔ

ｒ

ｌ

一

1

1

一

～

～

－

1

て

一

ユ

ー

し

一

て

1

▼

シ

ー

′

▼

Ｉ

ｒ

ｌ

ｉ

享

′

5
0
ｃ
ｃ
の
バ
イ
ク
を
お
持
ち
の
か
た
へ

ナンバープレート

の切替

現
在
、
町
内
の
5
0
比
の
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
は
、
水
巻
「
ろ
」
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
保
有
台
数
が
増
加
し
た
た
め

「
ろ
」
を
廃
止
し
、
新
た
に
「
は
」
に

変
更
し
ま
す
。

ご
迷
惑
で
す
が
、
次
の
と
お
り
地
区

別
に
、
切
替
を
行
い
ま
す
の
で
、
手
続

さ
れ
ま
す
よ
う
お
囁
い
し
ま
す
。

▼
日
時

。
9
月
1
8
日
　
立
屋
敷
、
伊
左
座
、
二

下
二
、
二
町
住
、
下
二

町
住
、
み
ず
ほ
団
地
、

入
江
興
産
、
林
住
宅

。
9
月
1
9
日
　
吉
田
一
、
吉
田
一
一
、

吉
田
三
、
吉
田
団
地

。
9
月
2
0
日
　
頃
末
、
美
吉
野
、
松
栄

荘
、
緑
風
濁

い
9
月
2
1
日
　
古
賀
、
机
、
樋
口
、

′

▲

▼

′

　

一

　

ｔ

一

！

ｉ

′

Ｉ

ｉ

ｌ

一

ｒ

▲

▼

′

！

ｉ

ｔ

一

新
生
街
、
猪
熊
、

熊
町
住

。
9
月
2
2
日
　
二
杜
区
、
古
賀
区

梅
ノ
木
区
、
高
松

鯉
口
区
、
高
松
団

梅
ノ
木
団
地

時
間
ま
9
時
～
午
後
4
時
ま
で

▼
場
所
　
役
場
東
別
館
第
1
会
議
室

▼
持
参
品印
鑑
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

ヽ

▼

き

き

ｉ

ノ

▲

▼

◆

ｔ

ｉ

ノ

（

ｉ

Ｊ

．

一

▼

′

一

Ｊ

ゝ
習
ノ
巨
ｒ
′

－日曜在宅医－
9月10日　長谷川医院　眼　　科　樋　口　℡691・1017

9月17日　伊藤医院　皮膚科　頃　末　℡691・0527

9月24日　渡辺医院　外　　科　頃　末　℡69ト2616

10月1日　入江医院　外　　科　頃　末　℡601・3320

10月8日　楠本医院　内・児科　大膳橋　℡093・24・0385

診療時間は9時から17時、原則として往診は致しません。

あなたの役場です　電話匿01）4321

口
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

一

水

巻

町

企

　

画

財

埠

謙

一

電

話
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0

1

－
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ロ
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遠
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